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ナノポアシーケンサは，DNA を直径数 nm の孔に通し，一塩基ずつ順番に読み取る手法である。これにより，

従来の方法で必要不可欠であった PCR 法が不要となり，一度に長い DNA を読み取ることができるため，安価で

かつ高速なゲノム情報解析技術の実現が期待されている。本研究では，紫外光とシリコンナノポアを組み合わせ

ることで，先行研究と比べて，前処理の少ない，簡便な遺伝子情報解析技術の開発を検討している。これまでに， 

FDTD 法を用いた理論計算から，本研究法は，ナノポア表面からわずか 2 nm で立ち上がる大きさ 40nm の光スポ

ットを励起光源とすることを報告した[1]。この分解能は，おおよそ 120 塩基に相当し，本研究では，この分解能

を用いて，遺伝子型判定法などの応用を目指す。本研究法では，分光検出することで，イオン電流値検出法では

行うことのできなかった，複数の特異配列の識別が一度に可能となる。本研究法では，ナノポアを通過した DNA

が折れ曲がることなくまっすぐと，光スポットを通ることが重要となる。本発表では，DNAのナノポア通過後の

ダイナミクスを明らかにするために，波形検出を行った成果について述べる。 

本測定は，孔径 7 nm，膜厚 10 nm のポーラスシリコンを用いた。励起光は，波長 375nm の紫外レーザーを用い

た。また，サンプルは，DNA 10 kbp を蛍光色素 DAPIで染色したものを用いた。Fig. 1 に示すように，印加電圧

100 mV の条件では，300 μsで急峻に立ち上がり，1 ms でなだらかに立ち下がる波形を検出した。この波形の立ち

上がり平均時間 335 μsは，先行研究で得られた値と一致した[2] (Fig. 2)。更に印加電圧を高くするにつれて，この

立ち上がり平均時間が減少する傾向がみられた(Fig. 3)。これは，先行研究で示唆されているように，DNAナノポ

ア通過時間の印加電圧依存性が観察されたといえる。これらの結果から，立ち上がり波形が DNAのナノポア通過

過程を表すことがわかった。また，立ち下り波形は，先行研究では観察することのできなかった，DNAがナノポ

アを通過した後の過程であることがわかった。以上より，本研究法は，DNAがナノポアを通過する過程と通過し

た後の過程を観察できる新たな観察法であることが明らかとなった。 
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